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2014 年 1 月、妻とランベールの姉弟 8 人中 6 人の同意に基づき、主
治医は「レオネッティ法」1を根拠として、栄養の静脈投与の停止を決
 























り外しと差し止めを繰り返した。最終的には、2019 年 6 月 28 日破棄
院（フランス最高裁判所）で、治療停止可能の決定がなされた。そし























































































裁判の結果、2005 年に夫が勝訴、2005 年 3 月に胃瘻チューブ除去後、























7 教皇ヨハネ・パウロ 2 世「「生命維持措置と植物状態に関する国際会議」参
加者への挨拶」2004 年 3 月 20 日、第 4 項。 

























さらに、2005 年 7 月、全米司教協議会（ウイリアム・S・スカイル
スタッド会長）は教皇のメッセージとこの声明を受けて、改めて教皇
庁教理省としての説明を求め、2007 年「回答」となった（教皇は、










































2019 年 7 月、すでに担当医師による水分・栄養補給が停止された
後、教皇フランシスコはこの事件について、ツイッターなどで発信を























10 ＠Pontifex 2019 年 7 月 10 日 






























































14 書簡『サマリタヌス・ボヌス』Congregation for the doctrine of the faith, Letter 
“Samaritanus Bonus on the care of the persons in the critical and the terminal phases of 
the life”, 2020（以下、SB と略）。 

























































17 SB, Ⅴ, 8. 
18 富山県射水市民病院において、2000 年から 2005 年にかけて、 7 人の患者
が外科部長によって人工呼吸器を取り外されて死亡していた事件。患者は 50
歳代から 90 歳代の男女で、7 人いずれも意識がなく、回復の見込みがない状
態で、本人の同意が 1 件、家族の同意が 6 件あった。うち、2 件は家族も立ち
会った。2008 年 7 月、取り外しを行なった元外科部長と元外科第二部長を殺









ろう。法律としては、国会でも超党派の議員連盟が 2007 年 6 月に尊厳
死法案を公表したが、未だに審議は行われていない。これもある意味
で、死をタブー視する日本的な死の文化が浮き彫りになっているのか
もしれない。 
ランベール事件は、植物状態での「生きる権利」と「死ぬ権利」の
あわいで、死を決定するのは誰なのか、回復不可能な状態であっても
人間のいのちをコントロールすることは道徳的に正しいことなのかと
いう問いを、そして、自分の望む死を明確にしてなかったことでの悲
劇を提示している。カトリック教会では、この事件を通して、改め
て、すべての人間のいのちには尊厳があることをはっきりと宣言し
た。「廃棄の文化」がひろがっている現代社会のなかで、わたしたちは
どのように死と向き合い、他者と「対話」し「一致」していくことが
できるだろうか。この課題をタニンゴトではなく、ジブンゴトとし、
さらにワレワレゴトとして社会に問い続けていくことが必要だろう。 
 
死ぬ権利と生きる権利のあわい
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